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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・Ｈ29年度　第7回法人研修の予定となっています。

日時：3月6日（火）17：30～18：30

　場所：メモリアルホール　　

　テーマ：｢防犯について｣

　講師：八戸警察署　生活安全課職員

　ビデオ研修：3月8日（木）17：30～

　場所：メモリアルホール

＜外来患者様情報＞
・古舘　ヨリ様～特変なく、落ち着いて過ごす事出来ていると話している。
　　　　　　　　不調の訴えもない。Drより、糖尿病が悪化しないように食生活などに

　　　　　　　　注意するようにアドバイスしている。

・板橋　雅勝様～特変なく、落ち着いて過ごしていると話している。家族も元気であり、

　　　　　　　　本人様の体調不良もない様子。デイにも週5回行けていると話している。

・寺地　徳和様～体調不良などはなく、過ごせていると話している。青山荘からの情報提

　　　　　　　　供書の用紙に、シンラックの在庫はある為、処方は不要と書いてあるが、
　　　　　　　　本人様がどうしても欲しいと話し、処方している。

・市澤　信行様　～時に気分がすぐれない事はあったが、概ね安定していたという。夜間睡眠は少し短めだったという。外出は床屋に行ったくらいが変わったところであった。腹痛は全然ないが、腰痛はこれまでと同じようにあるという。家では読書している事がある。

・赤松　翔太様　～幻聴などの陽性症状もなく、夜間睡眠もとれている。日中は家でゆっくりと過ごしていることが多い。苛々や憂うつさもない感じであるが、活動性には欠けている様子がある。春にはデイケアも再開していくように促す。
・野月　利章様　～母のみ受診。変わりはなく経過している。ただ家の中で過ごすことが多いので何か活動はしてもらいたいと思うが、デイナイトケアは一旦中止する事とする。夜間睡眠は、まだ逆転傾向があるという。家事は洗濯などは自分で良くやっているようである。診察にも来たくないわけではないようであるが朝に起きられない事が大きい様子。破壊的行動は無いという。
・我満　奈津紀様～急遽受診。13日位からうつ状態っぽいなと思っていたら、2，3日前から胸が苦しくなって、今朝は呼吸も苦しかった」として来院する。診察時にも一は泣いている。娘はプラーナに行っているが、そこでストレスをためて、ぶつけてくることもあるという。交際相手との関係は落ち着いている。夜間睡眠はとれて仕事も休まずに行っている。家事もやれている。薬剤調整している。
